
修士論文（要旨） 
２００９年１月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都市部中高年者の精神的自立性とその関連要因の世代による相違 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指導 渡辺修一郎 教授 
 

国際学研究科 
老年学専攻 
20641624 
松丸雄一 

 
 

 
 



 
目 次 

 
 
 
Ⅰ はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

１． 研究背景・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 
２． 先行研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 
３． 研究目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 
４． 作業仮説・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

Ⅱ 研究方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 
１． 調査対象・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 
２． 調査方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 
３． 調査項目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 
４． 倫理的配慮・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

Ⅲ 結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 
１． 対象者の特性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 
２． 性別にみた精神的自立性尺度得点、うつ尺度得点（Ｋ６）、健康度自己評価得点・・・６ 
３． 男性において世代別にみた精神的自立性尺度得点、 

うつ尺度得点（Ｋ６）、健康度自己評価得点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 
４． 女性において世代別にみた精神的自立性尺度得点、 

うつ尺度得点（Ｋ６）、健康度自己評価得点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 
５． 世代別にみた精神的自立性尺度得点、 

うつ尺度得点（Ｋ６）、健康度自己評価得点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 
６． 中年者群において性別にみた精神的自立性尺度得点、 

うつ尺度得点（Ｋ６）、健康度自己評価得点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 
７． 高齢者群において性別にみた精神的自立性尺度得点、 

うつ尺度得点（Ｋ６）、健康度自己評価得点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 
８． うつ尺度得点（Ｋ６）からみた精神的自立性尺度得点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 
９． 健康度自己評価得点からみた精神的自立性尺度得点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 
１０．精神的自立性尺度得点を従属変数とする多変量解析・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

Ⅳ 考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 
Ⅴ まとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 
Ⅵ 謝辞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

 
参考文献 
資料 
 
 

 



1 

Ⅰ はじめに 
１．研究背景  

約 680 万人の団塊の世代が数年で高齢者になっていく状況のもと、高齢期における自立した日

常生活を営むことができるよう支援をすることが重要視されてきている。自立とは「意思決定におけ

る自己決定権と、遂行における自己管理能力とされ、経済的自立・生活的自立・精神的自立の三

要素があると考えられるが、特に精神的自立については、精神的自立性に関する尺度が確立され

てなかったため研究が乏しい現状があった。2003 年に鈴木・崎原の研究により高齢者の精神的

自立を保証する要件とする精神的自立性尺度が開発され、この分野の研究が緒についたといえ

る。 
２．先行研究 

高齢者の自立についての先行研究は数多くあるが、精神的自立性尺度を用いた研究は少ない。

精神的自立性尺度を開発した鈴木・崎原の研究では、得点分布には年齢別の有意な差は見られ

なかったが、性別では男性の方が女性よりもやや得点が高い結果となっている。一方、丸山の研

究では、性別、年齢別とも有意な差がみられている、また、精神的自立尺度得点は老研式活動能

力指標と GDS と有意な相関することが認められている。 
３．研究目的 

本研究では精神的自立性尺度を用い、地域に在住する団塊の世代を中心とした中年者と、高

齢者の精神的自立性が、同居形態、職業や地域活動とどのような関連があるのか、また世代により

その関連要因の違いがあるのかどうかを明らかにしていくことを目的とする。 
４．作業仮説 

①世代は若いほど、女性より男性、無職より有職、健康度自己評価が健康であるほど、うつ傾向

でないほど、精神的自立性尺度の得点は高い②精神的自立性尺度得点の関連要因について、

中年者群では性別と職業の有無、高齢者群では性別、同居形態、健康度自己評価で有意な関

係に相違が見られる。 
Ⅱ 研究方法 
１．調査対象 

S 区 K 地域の健康づくり課のプロジェクトである、2007 年に実施された平成 19 年度「健康きた

ざわプラン」の健康づくりに関するアンケートの結果を利用させていただいた。対象は、S 区 K 地域

に在住する 55 歳～60 歳と 65 歳～70 歳、無作為に抽出された各々の 1000 人の合計 2000 人。 
２．調査方法 

2007 年７月に郵送法による自記式アンケート調査を実施した。精神的自立性尺度得点を従属

変数とし、基本属性（年齢、性別、同居形態、職業の有無）、地域活動の有無、健康度自己評価

を独立変数とし、クロス分析及び多変量解析を行う。 
３．倫理的配慮 

倫理的配慮は調査の実施主体である S 区の規定に従った。 
Ⅲ 結果 

回収数は 707 名（回収率 35.4％）で、回収されたサンプルの中で本研究の対象となる質問項目

すべてに回答が得られたものは 611 名であった。男性 278 名（45.5％）、女性 333 名（54.5％）で、

平均年齢は男性が 63.0 歳（SD＝5.0 歳）、女性が 62.9 歳（SD＝5.1 歳）であった。職業を有す割

合は男性が女性に比べ有意に高かった（P<0.001）。また世代別にみても男女に有意な差がみら



れた（P<0.001）。うつ尺度Ｋ６の得点については、性差は見られないものの、世代別に有意な差

がみられた（P<0.01）。 
この精神的自立性尺度の Chronbach のα係数は 0.814 であった。総得点の平均値には性差

はみられなかったが、下位尺度の自己責任性得点は有意に男性の方が高かった（P<0.001）。ま

た、世代別に見ると下位尺度の目的指向性の得点は有意に男性が高かった（P<0.05）。さらに、

女性のみ精神的自立性尺度得点（下位尺度得点を含む）は有意に高齢者群が高かった。世代別

にみろと、中年者群では精神的自立性尺度得点（自己責任性も含む）について男性の方が有意

に高く（P<0.05）、高齢者群では下位尺度である目的指向性の得点について有意に女性高かっ

た（P<0.05）。 
Ⅳ 考察 
 仮説①について、世代は高齢者群の方が得点が高く、性別による差は中年者群にのみ男性が

高くなっており、支持されない結果となったが、そのほかの項目については支持する結果となった。 
仮説②については、中年者群では性別・職業の有無によって、女性より男性・職に就いていな

いより就いているほうが、有意に高くなっており仮説を支持した。また、高齢者群について性別、同

居形態による違いはみられなかった。健康度自己評価と精神的自立性尺度得点、すべての群に

おいて有意な関連がみられ健康度自己評価が高い人ほど精神的自立尺度得点が高かった。 
Ⅴ まとめ 

都市部中高年者の精神的自立性には、年齢、社会参加の有無、うつ尺度 K6、職業の有無、健

康度自己評価が有意なに関連することがわかった。また、性別や世代により関連要因に一部相違

があることが明らかになった。この研究は横断研究であることを考えると因果関係が逆の可能性も

あり健康度自己評価との関連については、従来多く研究が行われてきた身体的自立や疾病状況

だけでなく、精神的自立性も関連要因とした研究により明らかにしていく必要があると考える。 
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